
 

書類作成日：令和 3年６月 1日現在 

第 1回 運営推進会議開催報告 

1.基本情報 

事業所名 コスモ療養通所アンジュ 

サービス種別 地域密着型通所介護（療養通所） 

所在地 越谷市西方 2-10-12 1F 

担当者 副施設長：松尾 直之    連絡先：048-940-8652 

運営法人 コスモプラス株式会社 

併設事業 
訪問看護・居宅介護支援・児童発達支援・放課後等デイサービス 

生活介護・日中一時支援サービス 

定員 
定員９名/日（うち５名児童発達支援・放課後等デイサービス、１名生活介護） 

上記ほか 2 名/日（日中一時支援サービス） 

従業員数 
看護職員 9名・理学療法士等 7名・介護職員 2名 

保育士 2名・その他従業員 4名 

 

2.開催日時・場所 

日時・場所 新型コロナウィルス感染拡大防止措置に伴い書面会議による開催 

 

3.出席者 

氏名 分野 所属 

●● 様 地域包括支援センターの職員 大相模地域包括支援センター 

●● 様 介護支援専門員 居宅介護支援事業所 越谷ホーム 

●● 様 利用者または利用者の家族  

●● 様 利用者または利用者の家族  

●●  事業所副施設長 コスモ療養通所アンジュ 

 

4.コスモ療養通所アンジュのサービスの特色 

訪問看護、居宅介護支援、重心型児童発達支援・放課後等デイサービス、重心型生活介

護および重心型日中一時支援の事業所が併設で、調剤薬局が系列している地域密着型通所

介護（療養通所）事業所です。難病等やがん末期の要介護者、医療的ケア児・重症心身障

害児（者）など医療ニーズと介護ニーズを併せもっている利用者を対象としています。 

療養通所では、このような重症度の高い方々に可能な限り自立した日常生活を営みこと

ができるように、また利用者やその家族の社会的孤立感の解消や心身の機能の維持、家族

の身体的及び精神的負担の軽減を目的とし、利用者に対し安全かつ適切なサービスを提供

するための体制を強化した通所介護サービスです。 



5.運営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.活動状況報告 

① 利用者数 

2021年１月４日開設  

  

2021年６月 15日現在 利用者 1名（男性） 介護度：要介護 3 

 1月 2月 ３月 ４月 ５月 

開所日数 19 18 23 21 18 

月利用者数 1 2 3 3 2 

月延べ利用日数 3 8 20 22 10 

 ・5月中に 2名の利用者が終了となりました。 

  終了理由：ご逝去、病状悪化のため通所が困難となり事業所移行 

  

② 年間イベント（予定変更の場合もあり） 

１月 初詣・餅つき 7月 七夕 

2月 節分（豆まき） 8月 制作（うちわ） 

3月 桃の節句・制作（桜の壁飾り） 9月 制作（ハガキに野菜スタンプ） 

４月 お花見 10月 外出レク（紅葉狩り） 

5月 外出レク（こいのぼり鑑賞・花田苑） 11月 制作（木の実でアート） 

６月 外出レク（野鳥の森）・制作（七夕） 12月 制作（クリスマスリース） 

 ・季節ごとの行事や利用者さまの希望も取り入れながら計画を立案しています。 

 

１ 事業の実施にあたっては、利用者の主治医、介護支援専門員及び当該利用者の利用して

いる訪問看護事業者等との密接な連携に努めるものとする。 

２ 利用者の要介護状態の軽減又は悪化の防止に資するよう、利用者の心身の状況、希望及

びその置かれている環境を踏まえて、機能訓練等の目標、当該目標を達成するための具体的

なサービスの内容等を記載した地域密着型通所介護計画を作成し、計画的にサービス提供を

行うものとする。 

３ 事業者は、介護技術の進歩に応じて適切な介護技術をもってサービスの提供を行うとと

もに、自らその提供するサービスの質の評価を行い、常に改善を図るものとする。 

４ 利用者の体調の変化に応じた適切なサービスを提供できるよう、利用者の主治医、介護

支援専門員や当該利用者の利用する訪問看護事業者等との密接な連携を図り、サービスの提

供方法及び手順等についての情報の共有を十分に図るものとする。 

５ サービス提供にあたっては懇切丁寧に行うことを旨とし、常に利用者の心身の状況を的

確に把握しつつ、相談援助等の生活指導、機能訓練その他必要なサービスを利用者の希望に

添って適切に提供するものとする。 



③ 事業所研修・各委員会開催予定 

R3年度 内部研修 委員会・会議 その他 

4月 防災訓練①

（AED、発電機

の操作方法） 

  

5月 高齢者虐待防止   

6月 身体拘束廃止 運営推進委員会議・公表  

7月 R3年度報酬改定  自己評価・公表 

法人決算期 

8月 感染症対策   

9月 入浴・介助 虐待・身体拘束防止委員

会義 

 

10月 防災訓練② 

（事業所内避難

訓練） 

感染症対策委員会議  

11月 交通安全（送迎

中の事故防止） 

  

12月 未定   

1月 未定  第三者評価・公表 

2月 未定   

3月 未定  R4年度報酬改定 

運営規定・契約内容の見直し 

  ・コロナ感染症拡大防止対策により研修の予定が変更になる場合もあります。 

 

④ 感染症等について 

・新型コロナウィルス感染症発生状況・・・無 

・毎週、全スタッフがＰＣＲ検査を受け早期発見に努めています。 

・感染症等拡大防止対策の内部研修を行い、事業所での対策を再確認し予防に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤ ヒヤリ・ハットや事故等の報告及び再発防止策 

分類 発生日時 その内容 概要 

インシデント R3.2.2 サービス提供中 レスピ移動中、蛇腹が引っかかり気管カニューレが抜去されてしま

った。 

ヒヤリ・ハット R3.2.12 事務的 名前の記載ミスに気付き、内容も別の方のものになっていることに

気付くがお渡しする前に回収した。 

インシデント R3.2.15 サービス提供中 入浴中の洗髪時にシャンプーの泡が目に入った。 

インシデント R3.2.15 忘れ物 放課後デイ利用後に自宅まで送迎を行った。その際に本人の荷物を

おろし忘れ、事業所へ帰宅してしまった。帰着後、荷物の降ろし忘

れに気づく。 

インシデント R3.3.4 忘れ物 児発、放課後デイ利用後に利用者の物品の忘れ物に気づく。 

インシデント R3.3.9 忘れ物 療養通所の利用を終え、自宅へ送迎した際に事業所から保冷バック

を忘れていると連絡が入る。更に呼吸器の変換器を繋ぎ変えようと

お母様がしたところ忘れてきていることに気がつかれた。 

インシデント R3.4.7 事務的 トイレ介助を初めて行う利用者のため、トイレに座らせた状態をス

タッフへ周知してもらおうと思い画像をカナミックのメッセージへ

アップしてしまった。 

インシデント R3.4.9 サービス提供中 歩行器で移動中、床からの高さ 7 ㎝程のプレイマットにぶつかり、

衝撃でハンドルから手を離し前方へ転倒。 

インシデント R3.4.13 事務的 連絡帳レクリエーション内容を入力する際に違うご利用者様に入力

してしまった。 

インシデント R3.4.19 サービス提供中 入浴の際に右足甲右側部を脱衣所のドアにぶつけてしまった。 

インシデント R3.4.23 サービス提供中 療養通所利用の際に酸素 0.25L で流すことになっていたが、夕方

自宅に送っていった際に酸素が０L であったことに母親が気付く。

翌日、臨時訪問した看護師に母親から酸素が流れていなかったこと

を指摘され判明した。 

インシデント R3.5.7 忘れ物 利用者様のスプーン持ち帰り忘れる。利用者様の備品とコスモの備

品の区別がきちんと出来ていなかったことと帰宅時の確認不足。 

 

 

 

 

 

☆再発防止に向けて 

・インシデント対策委員会による検証・解決策を模索します。 

・事業所内でのインシデント報告、情報共有を行います。 

・些細な不注意からのインシデントが多く、特に忘れ物はスタッフ間のコミュニケーショ

ンで解決する事例が多いため、互いの声掛けに気を配ります。 

・教育及び育成プログラムを作成し実施を目指します。 

【事故・インシデント】 

サービス提供中 5件 

 事務的 3件 

 忘れ物 4件 

 

【ヒヤリ・ハット】 

 事務的 1件 

 

【相談・苦情】 

 0件 

 



★出席者から頂いた、コスモ療養通所アンジュの 

運営・活動状況に対する評価、要望、ご意見等を以下に要約しました★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域に療養通所介護が出来たことでとても心強く感じております。 

昨今は末期がんの方の介護申請も多く、今後は在宅での看取りも多くなる可能性は高く見込まれ

ています。コスモ療養通所アンジュの特色である難病や末期がんの要介護者の受け入れで、利用

者そのご家族の心の安らぎや心身的負担軽減につながる事を期待しております。 

安全対策や感染症対策、大変ではありますが、この時期を乗り切り、地域の福祉に貢献できるよ

うご協力をお願いいたします。 

・看護職員が多くいる療養通所を利用することで医療面の心配をせず『安心』して預けられる

為、家族の介護負担軽減ができレスパイトになっている。 

・利用している訪問看護 STが運営、併設しているので利用者様ご自身も顔見知りの職員がいる

施設の為、不安を感じずに利用出来ている。 

また、ご家族も知っている職員が多数いる為、体調等や医療面のことについて気軽に相談しや

すい環境があることで自宅での生活を安心して過ごせている。 

・療養通所職員に伝えたことが訪問看護職員にも伝わっており、事業所内での連携・情報共有

が出来ている。 

・毎月の評価表はデイ利用中のご本人様の楽しそうな写真を拝見することが出来、利用状況の確

認ができるためケアマネとしても安心して利用できるサービスとなっている。今後も継続して利

用したい。 

  

 

・現状維持で利用したい。 

・家では外出に連れて行けないのでコスモで連れて行ってもらえるのがありがたい。 


